
備考

種別 幅員 延長 備考

補助幹線道路 9.25ｍ 約145ｍ (仮称)野蒜駅前線

種別 面積

約0.7ha

約0.7ha

小計

　　「区域、公益的施設及び公共施設の位置は計画図表示の通り」
理由

―

名　　称

位　　置

面　　積

住
宅
施
設

、
特
定
業
務
施
設
又
は
公
益
的
施
設
及
び
公
共
施
設
の
位
置
及
び
規
模

石巻広域都市計画　一団地の津波防災拠点市街地形成施設の決定

〔東松島市復興整備計画（東松島市決定）〕

       都市計画　野蒜北部丘陵地区　一団地の津波防災拠点市街地形成施設を次のように決定する。

公
共
施
設

野蒜北部丘陵地区一団地の津波防災拠点市街地形成施設

東松島市野蒜字後沢、北余景の各一部

約3.3ha

約2.4ha

下 水 道 ： ①雨水：地区北側エリアは、東側調整池に一時貯留し、下流水路を経て、
　　　　　　　　　　　　大塚川へ放流する。
　　　　　　　　　　　  地区南側エリアは、道路に雨水管渠を経て、東名運河へ放流する。
               ②汚水：北上川下流流域下水道（北上川下流処理区）へ排水する。

上 水 道 ： 石巻地方広域水道企業団により供給できるように道路下に給水管を布設する。

通　   路 ： JR新野蒜駅の北側と南側を連絡する自由通路（幅員4ｍ、延長約80ｍ）を
　　　　　　　配置する。

交通広場 ： １号広場約0.2ｈａ，２号広場約0.4haを配置する。

緑地

1号緑地

―

名称

2号緑地

名称

　本地区は、東日本大震災津波と同規模の津波（レベル２）が襲来しても浸水しない高台に都市機能を配置し、これにより津波発
生した場合においても、迅速な避難・救助活動や避難所機能を担い、早期の復旧・復興を図る地域活動拠点となる市街地を形成
するため、本案のとおり、一団地の津波防災拠点市街地形成施設を決定するものである。

公益的施設 約0.9ha 地域交流センター，購買施設等を配置する。

60%

10ｍ以下

100%
 建築物の延べ面積の敷地面積に
 対する割合の最高限度

 建築物の建築面積の敷地面積に
 対する割合の最高限度

 建築物の高さの最高限度
 若しくは最低限度

公園及び緑地

その他の公共施設

道　　路

1号

備考
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野蒜 後沢、北余景の各一部東松島市

都市計画を決定する土地の区域

野蒜北部丘陵地区一団地の津波防災拠点市街地形成施設

決定する区域
都市名

大字 小字
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石巻広域都市計画 一団地の津波防災拠点市街地形成施設の決定 

〔東松島市復興整備計画（東松島市決定）〕 

都市計画 東矢本駅北地区 一団地の津波防災拠点市街地形成施設を次のように決定する。 

名称 東矢本駅北地区一団地の津波防災拠点市街地形成施設 

位置 宮城県東松島市小松字下浮足、字中浮足の各一部 

面積 約 5.7ha 

住
宅
施
設
、
特
定
業
務
施
設
又
は
公
益
的
施
設
及
び
公
共
施
設
の
位
置
及
び
規
模 

公益的施設 約 2.5ha 備考 
市民センター、地区体育館、駐車場、

子育て支援施設を配置する。 

公共施設

道路 

種別 名称 幅員 延長 備考 

幹線道路 １号 18ｍ 約 123ｍ （都）矢本中央線 

区画道路 １号 5ｍ 約 470ｍ 渋抜北 35号線 

区画道路 ２号 6ｍ 約 120ｍ 作田浦・谷地 15号線

公園及び緑地

防災広場：約 2.2ha 

公園及び緑地には、災害時の避難・復旧活動拠点及び平常時は

防災訓練等の市民活動を行う多目的広場を配置する。 

その他 

公共施設 

下水道 ①雨水：調整池、排水路を整備し、渋抜排水路へ排水

する。 

    ②汚水：北上川下流流域下水道へ排水する。 

水 路：約 0.1ha 

調整池：約 0.1ha 

上水道：石巻地方広域水道企業団より供給する。 

管理用道路：約 0.2ha 

小計 約 3.2ha 

建築物高さの最高限度もしくは

最低限度 
20ｍ以下 

建築物の延べ面積の敷地面積に

対する割合の最高限度 
200％ 

建築物の建築面積の敷地面積に

対する割合の最高限度 
60％ 

「区域、特定業務施設又は公益的施設及び公共施設の位置は計画図表示の通り」 

 

理由 

本地区は、東日本大震災津波と同規模の津波（レベル２）が襲来しても浸水しない造成地に都市

機能を配置し、これにより津波が発生した場合においても、迅速な救助活動や避難所機能を担い、

その後は近接する市役所との連携により、早期の復旧・復興を図る本市の中核的な活動拠点となる

市街地を形成するため、本案のとおり、一団地の津波防災拠点市街地形成施設を決定するものであ

る。  
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都市計画を決定する土地の区域 

 

東矢本駅北地区一団地の津波防災拠点市街地形成施設 

 

都市名 
決定する区域 

大字 小字 

東松島市 小松 下浮足の一部、中浮足の一部
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